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盛土層

地質名

粘性土

記号

地質凡例

廃棄物

盛土・埋土

改良土層

砂レキ層

砂質土層

シルト層

盛土層

簡略柱状図凡例

<地質区分>

粘性土層

砂混り

シルト混り

レキ混り

粘土質

シルト質

砂質

レキ質

粘土混り

アスファルト

砕石ガラ ，その他ガラ
砕石， コンクリートガラ

沖積層 堆積物

粘性土

古琵琶湖 砂質土

火山灰層群

B

A

火山灰

※ボーリング地点が灰色表示の
柱状図はコアが無いため、見
直しを実施していない。

敷地境界
敷地境界

Ｎ値

測線7(7-7') 測線2(2-2') 測線3(3-3') 測線8(8-8') 測線4(4-4')

W

Kc4

Kc4

Ks3

Ks3

Kc3

Ks2

Kc2

Ks1

Kc1 Ks1'

Kt

Kc0

業 務 名

図面番号

図面名称

事業者名

縮　尺

滋賀県　琵琶湖環境部

V=1:500 H=1:1000

県No.2

市No.9

県No.3

県No.4

市No.1

県No.9(新)

県No.9

県No.16-5

事前NO.8

(処分場西側端部付
近)

(処分場西側端部)

(処分場東側端部)
４－２

４－１

３－１

(処分場南側)
１－１

施設No.2

施設No.1

KB3

県No.5

事前NO.3
W

W

U350

139.86

132.44

130.86

130.45

KW3

KW6

KW9

KW15

3-NO.3

KW14

KW13

KW12

KW11

3-NO.4

KW10KW8

KW7

3-NO.2

KW16

3-NO.1

KW4

KW5

VU350

HP300

KW1
141.66

141.78

141.93

141.60

141.31

141.01

140.73

140.47

140.00

140.00

140.02
139.61

県No.8

工業ｾﾝﾀｰNo.3
工業ｾﾝﾀｰNo.1

※　　の地点は現在では埋戻されており、測量にて地点の確認が出来ない為、
　　　過去の報告書の図面に基づいて、図上に地点を落とし込んだ。

市No.10

市No.8

断面線位置図 NON SCALE

B

Kc5

Ks4

現況地盤線

旧地山線

図-7

-6-



A-3(
14.9

m投影
)

標高(m) 標高(m)
7 7'

想定地質断面図 測線7（7-7’断面）

W

Bc

Ks

Kt

Kc

地層名

盛土層

地質名

粘性土

記号

地質凡例

廃棄物

盛土・埋土

改良土層

砂レキ層

砂質土層

シルト層

盛土層

簡略柱状図凡例

<地質区分>

粘性土層

砂混り

シルト混り

レキ混り

粘土質

シルト質

砂質

レキ質

粘土混り

アスファルト

砕石ガラ ，その他ガラ
砕石， コンクリートガラ

沖積層 堆積物

粘性土

古琵琶湖 砂質土

火山灰層群

B

A

火山灰

※ボーリング地点が灰色表示の
柱状図はコアが無いため、見
直しを実施していない。

敷地境界

敷地境界

市No
.10

市No
.8(1

.5m投
影)

市No
.1(0

.3m投
影)

測線1(1-1')

県No
.9

県No
.9(新

)

(1.6
m投影

)

測線5(5-5') 測線9(9-9') 測線6(6-6')

Kc4
Kc

Kc3

Kc2

Kc1

Kc0

Ks2

Ks1

Ks

Ks3Ks3

Kc5

Ks4

A

B

Kt

業 務 名

図面番号

図面名称

事業者名

縮　尺

滋賀県　琵琶湖環境部

V=1:500 H=1:1000

県No.2

市No.9

県No.3

県No.4

市No.1

県No.9(新)

県No.9

県No.16-5

事前NO.8

(処分場西側端部付
近)

(処分場西側端部)

(処分場東側端部)
４－２

４－１

３－１

(処分場南側)
１－１

施設No.2

施設No.1

KB3

県No.5

事前NO.3
W

W

U350

139.86

132.44

130.86

130.45

KW3

KW6

KW9

KW15

3-NO.3

KW14

KW13

KW12

KW11

3-NO.4

KW10KW8

KW7

3-NO.2

KW16

3-NO.1

KW4

KW5

VU350

HP300

KW1
141.66

141.78

141.93

141.60

141.31

141.01

140.73

140.47

140.00

140.00

140.02
139.61

県No.8

工業ｾﾝﾀｰNo.3
工業ｾﾝﾀｰNo.1

※　　の地点は現在では埋戻されており、測量にて地点の確認が出来ない為、
　　　過去の報告書の図面に基づいて、図上に地点を落とし込んだ。

市No.10

市No.8

断面線位置図 NON SCALE

W

現況地盤線

旧地山線

図-8

追加3-3’
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標高(m) 標高(m)
NO.8 NO.8’

想定地質断面図 測線8（8-8’断面）

W

Bc

Ks

Kt

Kc

地層名

盛土層

地質名

粘性土

記号

地質凡例

廃棄物

盛土・埋土

改良土層

砂レキ層

砂質土層

シルト層

盛土層

簡略柱状図凡例

<地質区分>

粘性土層

砂混り

シルト混り

レキ混り

粘土質

シルト質

砂質

レキ質

粘土混り

アスファルト

砕石ガラ ，その他ガラ
砕石， コンクリートガラ

沖積層 堆積物

粘性土

古琵琶湖 砂質土

火山灰層群

B

A

火山灰

※ボーリング地点が灰色表示の
柱状図はコアが無いため、見
直しを実施していない。

敷地境界

敷地境界

GH=150.74
測線1(1-1')

E-4(
7.6m

投影
)

D-3(
7.0m

投影
)

測線9(9-9')測線5(5-5') 測線6(6-6')

業 務 名

図面番号

図面名称

事業者名

縮　尺

滋賀県　琵琶湖環境部

V=1:500 H=1:1000

県No.2

市No.9

県No.3

県No.4

市No.1

県No.9(新)

県No.9

県No.16-5

事前NO.8

(処分場西側端部付
近)

(処分場西側端部)

(処分場東側端部)
４－２

４－１

３－１

(処分場南側)
１－１

施設No.2

施設No.1

KB3

県No.5

事前NO.3
W

W

U350

139.86

132.44

130.86

130.45

KW3

KW6

KW9

KW15

3-NO.3

KW14

KW13

KW12

KW11

3-NO.4

KW10KW8

KW7

3-NO.2

KW16

3-NO.1

KW4

KW5

VU350

HP300

KW1
141.66

141.78

141.93

141.60

141.31

141.01

140.73

140.47

140.00

140.00

140.02
139.61

県No.8

工業ｾﾝﾀｰNo.3
工業ｾﾝﾀｰNo.1

※　　の地点は現在では埋戻されており、測量にて地点の確認が出来ない為、
　　　過去の報告書の図面に基づいて、図上に地点を落とし込んだ。

市No.10

市No.8

断面線位置図 NON SCALE

現況地盤線

旧地山線

Kc4
Ks3
Kc3

Kc3

Ks2

Kc2

Ks1

Kc1

Kc0

W

W

Kt

図-9

追加1-1’
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標高(m) 標高(m)
9 9'

想定地質断面図 測線9（9-9’断面）

W

Bc

Ks

Kt

Kc

地層名

盛土層

地質名

粘性土

記号

地質凡例

廃棄物

盛土・埋土

改良土層

砂レキ層

砂質土層

シルト層

盛土層

簡略柱状図凡例

<地質区分>

粘性土層

砂混り

シルト混り

レキ混り

粘土質

シルト質

砂質

レキ質

粘土混り

アスファルト

砕石ガラ ，その他ガラ
砕石， コンクリートガラ

沖積層 堆積物

粘性土

古琵琶湖 砂質土

火山灰層群

B

A

火山灰

※ボーリング地点が灰色表示の
柱状図はコアが無いため、見
直しを実施していない。

敷地境界

敷地境界

測線3(3-3')
GH=150.74

測線1(1-1')

測線4(4-4')

A-3(
3.3m

投影
)

B-3(
0.6m

投影
) C-3(

1.3m
投影

)
溶融

No.2

Ｎ値

県No
.4D-3(

9.9m
投影

)

(10.
2m投

影)

測線2(2-2') 測線8(8-8')測線7(7-7')

業 務 名

図面番号

図面名称

事業者名

縮　尺

滋賀県　琵琶湖環境部

V=1:500 H=1:1000

県No.2

市No.9

県No.3

県No.4

市No.1

県No.9(新)

県No.9

県No.16-5

事前NO.8

(処分場西側端部付
近)

(処分場西側端部)

(処分場東側端部)
４－２

４－１

３－１

(処分場南側)
１－１

施設No.2

施設No.1

KB3

県No.5

事前NO.3
W

W

U350

139.86

132.44

130.86

130.45

KW3

KW6

KW9

KW15

3-NO.3

KW14

KW13

KW12

KW11

3-NO.4

KW10KW8

KW7

3-NO.2

KW16

3-NO.1

KW4

KW5

VU350

HP300

KW1
141.66

141.78

141.93

141.60

141.31

141.01

140.73

140.47

140.00

140.00

140.02
139.61

県No.8

工業ｾﾝﾀｰNo.3
工業ｾﾝﾀｰNo.1

※　　の地点は現在では埋戻されており、測量にて地点の確認が出来ない為、
　　　過去の報告書の図面に基づいて、図上に地点を落とし込んだ。

市No.10

市No.8

断面線位置図 NON SCALE

現況地盤線

旧地山線

W

Kc0

Kc1

Kc2

Kc3
Kc4

Kc5 Kc3

Kc4

Kt

Ks1

Ks2

Ks3

Ks3

Ks4

追加3-3’

Ks1'
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県No.1

埋土

埋土

100m

150m

市No.9
県No.3

No.3-1

No.4-1

県No.4

No.4-2 県No.2

埋土

埋土

No.1-1
工技No.1

工技No.3

施設No.2施設No.1

市No.1

140m

130m

120m

110m

A

B

Kc3

Ks2

Kc2

Ks1

Kc1

Kt

Kc0

Ks1'

W

Kc3

Ks2

Kc2

Ks1

Kc1

Kt

Kc0

Ks1'

Kc4

Ks3

gravel
(very coarce)
coarce
medium
fine
very fine
silt
mud

堆積柱状図の太さは粒度を表す

柱状図凡例

堆積柱状図一覧(1)
ボーリング位置図

縦：1/250

市No.3

市No.7

市No.10

A

Kc3

Ks2

Kc2

Ks3

Kc4

18.9

24.4

6×10

18.9

24.4

4×10
6×10

14.0

21.4

5×10

9.85

13.0

8×10
7×10

10.3

16.8

1×10

11.5

12.5
8×10

6.2

21.9

7×10

9.0

9.5

1×10

27.0

29.0

7×10

14.5

15.5

3×10
7×10

透水区間

：透水区間上端深度

：透水区間下端深度

：透水係数<非定常法(注水･回復)>

3×10 ：透水係数<定常法>

2×10

5×10

1×10

1×10

1×10

図-10(1)
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